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學化理物のンシリセ
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學化理物のンシリセ

之

れ　　　　ぐc）　　　　
（b）

よ　　熊解　　 灘解　　　藩
お誌羅餐簸憲§詳騨竃§豪難饗
量　　 ）き　　　）位　　　　）
五　　　　　も　　　　　の
％　　　　の　　　　　も
溶　　　　の　　　　　の
液　　　　例　　　　 の

で　　　　　　　　　 例

はP。P　，ρPρ．P。99ρ霧

シ　　　　　　　　　　　　　　　　　 U
シ

の　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

見

掛

上

の　　ω　　　　HN　　　HHHM轡

は

＿　　　　　＼
萬

五

千　　　　　 L
位
d
オ
1

0
％
液

で

は

萬

一一
R23＿，，＿



集演講i學科綜慧

　　，，　　U「液子マのをは絡に凝量五σ）④c：；）（2）（り

@の量リ諸示アりよ圃は千

9本繰ψ久　 滲千一れあリンし等ち位
馨難器譲言圭豪ゑ嚇譲空勇爲
ぎ輩離聴繍肇涙（1！）蓬雲穿鵠攣塁tEi霧

6紹四≦和　楚値ゼベのキ要聚を性す
β和硬角四　よをラて物シ素合生はる
8六三舞年　り得チ行理プと性ぜ大事

藝零　霧塁誇A；讐ご忌：叢享菟
　　襲　　四九光　 だリリはる゜而
　　）　　千三の　 しンン推の之し
　　　　　　　　　　　も　　　　　八こ⑯異　　く等・定でれて
　　　　　十は常　 相にイせあぱ同
　　　　　を一分　 通密シらるや一一
　　　　　得八散　 じみンれ゜が濃
　　　　　た度の　て化を且勿て慶　　　　　゜◎波　ゐ墨多つ論そで
　　　　　　に長　 る的く蜜i右のは
　　　　　　於の　 の組含験に水解
　　　　　　て測　 で成有上得溶傍
　　　　　　Q定　簡上すよた液良
　　　　　　五よ　軍にるりるの好
　　　　　　％り　 なはにも値粘な
　　　　　　市ゼ　が明反明は度る
　　　　　　販ラ　らかしか溶電も
　　　　　　ゼチ　ゼなゼで液氣の
　　　　　　ラン　ラるラあの的程、
　　　　　　チの　 チ差チるPH性分
　　　　　　ン分　　ン逮ン　゜値質子
　　　　　　　　　　　　　　、

＿＿ Rz4＿



學イヒ珂14勿の　ソ　シ　リ　セ

1二）　　　　　（一）
繭はる璽i無繭卿這
暦電諸性機暦暦　　　（1：；）（12）（11）（1°）（q’）‘S）（7）（°’

セ解攣を物に水　　ぎ尋毅ぎ謬ll2臣露

　発り繭ては　溶　お蔽雛陥9
　　度暦コゼ　液奮ム鐘）賃9qど
　　と走弩　 の　費・鞍｝ξ
　　思あドン　諸　y9　絃P＄
　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト　　　

　　　歌ゾく　　　　　　　8a

　　り近作共　　　　　 舘7　　シきるに　　　　　　　　　7§
　　ンゾ゜煮　　　　　§9　　はルセ沸　　　　　　　　　　　　e
　　水のりす
　　に諸シる
　　不性ン時
　　溶質はは
　　にを熱微
　　し實ア量
　　て験ルの
　　之しコ脂
　　れて1肪
　　を製ル物　　　　　　　　　　’
　　溶綜等質
　　解上に色
　　すによ素
　　る於り及
　　にけてび
一3Z5一



集演講學科i謙鑑

‘ノ、）　　　　　　（ロ）　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）

濫ン同セ9招製事比粒性ゲ．Eき一獄
度の一一Lリも來懸が較子にル博葱般菌li
と種條シ膨す中起的の富の士’繭に原
溶類件ン化る温り整聚め通はは同料
解にでのL歌に度得然合る性可不一一と
性よは分態至のべた状セよ溶良條溶　りセ量褻ぢ攣きる態リリ性な件解
　てりと綜むにでもにシ先窒る下性　影シ溶中　゜よあみよンづ素もで
　響ン解の從りらはりは水量のは
　せの性所つてう然同膨中のに春　ら分　 理てゲ゜ら一化に測比繭
　る量　 法セル更ざにして錠二しの
　S大　等リ化らる膨易水よて溶
　事な　 にシをに脅化く羽1り其解
　にる　 よン多膨にせ共膨鍛の性
　留も　bのく化比らの化繭｛容は
　意の　て溶起ししレれ溶の解解秋
　すは　 解解さ易粒て解過葡性繭
　べ小　 傍量しき子も性程の大よ
　きな　にのむセ闇分をを良なり
　でる　影多れりの散高経否る大
　あも　響少ばシカにむてを傾き
　るの　をは却ン大多る分到向く　゜に　 及解つはな少事倣定あ文
　　比　ぼ野てゲるがは溶せる黄
　　し　すの繰ル爲あ推化ら事繭圏
　　て　事良縣化める定すれはは
　　溶　 を否能しそのせるた周白
　　解　考を率易のでらも゜知繭
　　量　慮大をき溶あるのセのよ
　　大　 す艘減傾解るXでり宴り　　で　　べに退向性．°所あシで溶
　　あき於せをは卸なるンあ解　　る　 でてし有却ちる゜のるし
　　゜　あ‘剛むすつ粒も從溶゜易
　　が　ら定るるて子セつ解之く
　　セ　 うし結を小のりてはれ擁
　　リ　 ゜得果以な結シ水有故斜
　　シ　　ベをてる合ン和機井よ

一326＿



學イヒ理¢勿の　ン　ミ／　1，　セ

度常解
で数欝　o．5
はKよ　　　　　0．4Kとき
の解も
値餅の
互とS　O・2
にの溶
接關解
近係曲　

o

　　　　　　　　激あ膨
w　　　　　　　　なる化
l　　　　ti’　　る゜は
　　　　　，ア　　塘但温
　　　　　ノ　　　　，’字　　　　が其の
　　　　ノ’か　　　 あ溶高
．〆’一。一一一・一”一 @　　　　　り解ま“ンでノ　　＿，，〔。　そ性る

ベ　カロし度

　　　　。　2。　　5。6。，。8・　痂　のはに

畜覧馨　 第一圖 覆邊詫

傾る後　　　　　　解溶S　でのて
睾聡温度（・）・・X）・璽難　磨翻
示一一ベ　ユ3　0・03　0・4281きW瓦　 リにす

　内ン　50　0．0980，582gV・る蒸＄解らセ
でAはの　60　0・360　0・8743
角弔　　∬彰　　　　　70　　’　　0．394　　　　（）．8647

傍化　　80　　ト　　O．410　　　　0．8489
良fUl
き　　　瀦灸　　　　　90　　　　　0．441　　　　0．8416

もと　100　0．480　0．8405

て。も　溜　ll　はか　り

はの水ご温にシ
　N　K一　 度増ン
　はO　 と大の
　常O・　封す溶
　数c．c．　数る解
　゜　　を　　　　　　白勺　　も　　・1生

の同　　　　　　　　三　 關のも
は一　　　　　　　　　 十　 係で亦，
Kの　　　　　　　　分　 をな高
大傾　　　　　　　　 闇　 有く温
な向　　　　　　　　接　す六に
るを　　　　　　　せ　 ゜O於
傾有　　　　　　　　・し　　 壌て
向す　　　’　　　め　 9増
を゜　　　　　　　 た　　附す
有　　　　　　　　　る　　近べ
し　　　　　　　　　時　，　にき
百　　　　　　　　　の　　急で
＿327－一



集演講學科糸紹霊

　　　　（＝）　・
にこて渡製をンでリ解Sこ
もの影幾縣伺の急シ性るの

とア蓬等　は接す結大セ1
のル綱の　セなご果なり六　　　　霞

つ少畢く　膨す縣゜A中性

鳩簿；鼻鑛鑛融㌻七蝋五幾
　暦解？　O駿度せてrTrシ　　　）
　の最溶　 度るとらKでン　水の解　以とはれのあゲ　　　　k
　中最性　下思同た値るル　9Q9Ω

　イヒ　　あ　　用　　　　　　方　　つ　　数　　等　　近　　よ　　
イヒ

　のる水　がて曲張づきす
　最この　良溶線力くもる
　小とPH　い解を曲はのの
　貼を値　様度な線高程に

菟せ等　へつは○溶なす
　　らに　らてセ度けるべ

　　　　　　　　　　　　一328　＿



畢イヒ理物のンシリセ

一

これ小
のはで
PH常あ
値にる
の最゜
霞小但
はでし
セあ之
りつは
シた十
　oン　　．五
の而回
溶しの
』解て2F
性解均
に舎予結
影良果
韻きで

春繭（日1×支4）

”（信濃欧白）

秋繭（日107×支101）

”　　（日107x支102）

夏繭（日101x皮102）

”　　（日107×支ユ01）

〃　　（1ヨ103×支110）

”（日110×皮103）

PH　PH干　解
膝燈均種
液液値数

　　（ホ）

近著繭
の岩暦
水はの
溶繭性
液暦質
の内と
性の溶
質吸解
を着性
樵物
しの
7e多
る少
にを
i次矢ロ

のら
結む

i・・一

@　　　　　　　　　　　　果と
をもあ大挙内中外　 結る之こをし
及のる概　　　　　果傾よの得て
ぼは場外均暦暦rg　　を向り解た㈹繭
す各合暦　　　　　得を解蕾゜暦

ら差PH大　　　　　　 には部　 場
z｝一最き七vL：一、、　e蔭
　番大く，も毛ゴ己毛極
　　　　〇　三旺」　1㌧　ノ㌧　）　．少な内
　なる層」呂E＿＝嵩旦鶴
　い霧之《註《A・極　　　ゑ　　 Cつ　　コ Lノ－

傾あに　　　　）　に値る　矩

°そも一E－la五）e　のな゜　附

叉　繭爾に　内
呈暦極て　に
斐　　の液測　　於
支　 各の建　 て

o　暦PHせ　 一

一329　一



集演講撃科繰獄
一　　　　　　　　 ＿■＿＿＿9

　（ト）　　　　　　　・　　　　（へ）
井セそ　　　　　要し中ルセ繭のi次
上リの口日日信日すそ切のリ暦如に
博シ結一一』一濃一るの断繭シのき陰
士ン果○一〇激×時端回暦ン港ア極
はの解七〇七ta支閥よ鍛間の透ミ液
セ麺傍×××　四をり少へ溶性ノ申
リ類よ支支支　　測三なの解と酸に
シ攣き一一一　　　定粍くas性溶及は
ン性・も○OO　　 しと且潤ぱ解び微
f～との＝匹：　　た一つを水性酒量
溶溶は墓甦甦　　　゜三繰實の　石の
解解滲　　　　　　　粍綜駒繭　酸ア
性性潤乖四翠与享　　の時せ暦　　糎ム
に　 速九五一四四　 二間ら中　 の毛
よ　度秒秒秒五秒　　黙のれへ　　如二

て　　な　　　　　　　　をかの滲　　オの
α　る　　　・　　　常い速透　 キ存
及　　傾　　　　　　　瀧こ度の　　シ在
び　向　　　 1　　にと大逞　酸す
β　を　　　　　　てをな速　のる
セ　有　　　　　　　八見るに　存と

シ　る　　　　　　％さの影　を及
ン　喜　　　　　　　アれ程響　検び
を　　を　　　　　　　ルた同せ　　嵩陽
囲　　　 見　　　　　　　　　　　　　　　コ　　゜　一　 ら　　　　し圏癌涯

別　f6　　　　　 1著煮る　た液
せ　　　　　　　　　　ル者繭　゜　　°中

れ　　　　．　　　 燭之闘蓬　　 は

た　　　　　　　　れにの勘　　グ
如’　　　　　　　　　しイ故者夢ぐ　　　り
く　　　　　　　　めひに博　　コ
セ　　　　　　　　　　て繭就ゴ：　　　コ
リ　　　　　　　　as暦いほ（16’　ル
シ　　　　　　　　潤をてア　　ヂ
ン　　　　　　　　　　　　　す四はル　　　　。
の　　　　　　　　　る等繰コ　　 シ

種　　　　　　　　tc分縣1　　ン
一330＿



學化理物のンシリセ
曜

　（三♪

　水　　　　　　・1チ）
　溶あセる繭　　繭外作溶貯民ン少類
　液らり獄暦9　暦液用解藏等はをに
　のうシ繭の雨　セセ蝋度方は水俘よ
　比゜ンのみ巴　 リリ罷大怯／貯和ふり
　粘　 の煮を～を赫シシ揮なに藏i攣もて
　度　 溶繭朋KJ轄ンン｛る關巾性の溶
　　　解湯ひ○講の濃性こすに作に解
　　　最繰て爵隔溶度物とる於用し性
　　　憲蕩；LJ論1螺藩＄覧薙｛lc霧墨
　　　き中シ隔ll度解散た性セり岡す　　　ごヘンー更は性等　゜のり膠未べ

　　　見解解蕩　の　 りのはは墾等（17）に
　　　たを速XF　不　　て如掛か性は關
　　　　o　　　　實度晋均其く岡Xを中し　　　即　験　を　㊦　　　i系　　　の．セ　氏　る　な　乾　て

　　　ちせ測々　反　溶り等σ8、攣す繭は
　　　溶る定・d　憲　・解シ及性結西後
　　　角皐にし㌣　 に　 性ンぴを果五蓮
　　　速爾た冥　鵬　 はは著なぞ％に　　　　　　　　　　　　　　　り　　　度湯るOす減漁者しの放ゆ　　　小の實鰭　る　す氣等、、，、て溶置つ
　　　なセ験照　 を　るのの溶解試る　　　れりはY　以　 も作實け性瞼゜
　　　ぱシな犀　て　 の用験難をを尚
　　　煮ンい再　 一　 と及にく減行セ
　　　繭溶が｛露　゜般　 考びよなすひリ
　　　時液山慰　に　へ攣つるるたシ
　　　閥の本　　 次　 ら化て嘉もるン　　　　　h　　　は濃四　　の　る並鍵をのにの
　　　優厚方　　如　゜び諮見と漁攣
　　　きな氏（20ゴ　 く　　に硬たし度性
　　　をるは　　考　　大の゜たには
　　　要も蝋　　　へ　　　氣セ　　゜よ溶
　　　すの膿　　ら　　中り　更り解
　　　べ程を　　る　　のシ　 らセ性　　　9繭有　　　゜　　　co，ン　　vaりの
　　　で暦す　　　　　 のが　 同シ減
＿331一



集量寅郡酷學）糾親i罷譲

っ値の　 とし七四一　う貧胱るすのの
：f’　km塁デ四嚇暴葺農゜謙塞
へ推關　　シ　　　1韓度　は慶は
ブ定係　　ン　　　　醤範　セは・比
氏しを　　 渦宣b・bb　　　li到　 り上ヒお
は得有　　子999　　　に　シ粘水

はセ度　　蘭　　　　　濃　のし相
そリ1，こす　 度特て違のシ就　　る　　　　　の　性濃を
溶江い　　 因　　　　　 函　 に度來
璽粒て　　子　　　　　数　しのす
ゾ子よ　　な　　　　　と　て櫓べ
とのり　　る　　　　　　な　セ加き
よ豪大　　を　　　　　党…　リにも

　　　　　　　　　　　　　一332　＿



　　　　　　　　　（ロ）
　　　　　　　　比粘験にの岩り
K　　　　　　　　粘度せよ粘岡遙
　　　　　　　　度とらっ度氏か腓　麹旗　　　　　は温れてを等、，，）に
o．3　　tp　　　　温度たセ異は大
　　不es　　　　　度　　゜1」に貯で
0．2

0．1

　　　粘粘附にルが二て　　　るりの㌃
　〃解度度近攣が大圃減　　 時シに
　〃傍最との化ゾきの少　　 叉ンつ
　中良冠藩ti蓑佐給恕玄　笙tLk塗
　　　よ。羅i化ぼ鍵二に゜　　物歌粘
　　PHり　はす化○な今　　にの度
　四三セ　溶爲す度菟粘　　よ差を
　ニゴLり　解める以　度　　つ生測
　二五シ　曲に温下即濃　　　て不定
　　　ン　線K度はち度　　分すせ
　7δの　にのでゲニニ恒　　 解もら
　）h等　　就急あル○敷　　　せのれ
　　護蕪塗姦h砦躇蚤　暑£奮
　　）を　も化從大近温　　 Sるに
　　　求　見をつにと度　　時と同
，　　　め　 ら生て進五と　　 はせ一
　　　た　れじセむOの　　粘ら濃
　　　るたたリ温1關　度身曳度
　　　結　所でシ壌六係　　　を且の
　　　果　 であン六〇を　　 低つセ
　　　は　あらのO度圖　　下熱リ
　　　次　 るう濃度附示　　 す蒸シ
　　　の　　゜°度以近す　　　る毎ン
　　　如　　六及上にれ　　 事漁液
　　　し0粘はi璽iばを度が　　　゜　　度度ゲ化第　　 實等そ

　　　　　　の　　 シす繭あ
　　　　　　昇　　 ンる五る
30　506070T（C）る　　 の事ケこ
第二圖 @竃　繧覧盈髪
　　　　　　　　　　も（ハ）　　　　れ　　すセも見

一333・一



集演講・學科縣慧
9－一一””’“’一’

　　　　　　　　　　　　個）て存ジ但　　　　繭て著はデ7J〈
Xす・し　　　のは”d一屈ゼ溶は已

は㌃氏1婁1臓　　　でる繭のイ　値如
ざ　はec　・ユ・348・漸もに關ド　・J・く四
フ゜ ｴよ　、0　80次のあ係分　な粘∴
諺。隷・・7・雛鰭揆簾八

づフ折少　　　る，，。大そEPの　゜に
くチasで18°　75°なのち最　、・混
もどはあ2・・　7・　る比屈を　　在
の覆そ菟　　　・　傾粘折屈　　す
と液の　　　　　 向度率折　　 る

「fiの濃　　　　　をには傘　　盤
明屈度　　　　　　示比その　　　の゜
し折に　　　　　し例の函　　影
㌃奪比　　　　　そす濃数　　響
　蚕例　　　　　のる度と　　を
　iEし　　　　　水遡及し　　受
　確て　　　　　和をぴて　　く
　に攣　　　　　性見粒求　　る
　そじ　　　　　のた子め　　 も

　空そ　 大゜のたの　濃の　　　　　な而・」くる　　な
　度最　　　　　るし和如　　れ
　のノJl　　　　　をて性く　　ど

　函等　　　　　た濃va質　　よ
数電　　　　　゜度での　　き
　と黙　　　　　又にあ濃　　も
　しに　　　　　獄於兎度　　の

　　　　　　　　　　　　一334＿＿＿



學化理物のンシリセ
ー一一一一一一一・一一一M！

　　　　　　　　　　　　　　（五）
癖二の電　　　如解次解　　直氣量セ水
蕾○解解　　　く質に紆　　線傳のリ溶
よ○離質k温での淵よ　白勺導電シ液
竃8集毘馨薯募葺馨覆肇饗懸裁
の∴づ傳　）°的れのXを叉と子氣
の六く導　　　　遊ばは⊥な攣をは傅
例％も度　　　離比同露すず有陰導
V液のに　　　と傳一8こべし電度
　でと最9C°　に導濃3とき且氣
　究k轟書　響霞窪韻££霧
　六つ響七　　く増於　㌃…ゑりび
　OOの　　　も加て　　　シて
　〇三大　　　 のす比　　著ン屠
　と七な　＿　と灸傳．す　者粒る
　假1る9δ　考之導簾　の子こ
　芒鋤／G　倉轄醤鑑鐘慮
　て三は九　　党リ小誌　に塵知

　解シこ五　　のルす　　のり水．
　離ンの　　　　比化　゜　　　比て溶
　度の電　　　傳に　　　傳聚液
　を分氣　　　 導伴　　　 導合中
　求子傳　　　 度ふ　　　 度性に　　内
　む量導　　　 と分　　　 Kをは
　れは度　　　　　温散　　　　　は愛セ
　ば鑛を　　　度度　　　そすリ
　次散セ　　　との　　　のるシ
　ののり　　　の増　　　濃をン
　如實シ　　　 勝副加　　　 度以粒
　く験ン　　　係と　　　のて子
　によ鷺　　　は吸　　　墾そ及
　なりの　　　 次蒲　　　 数のび
　免一み　　　 の電　　　 と電微

一335一



郵き演言俸學矛半1繰灘置
c『一一一一一一一pt－一一＿＿＿＿“e

　　　　　　　　r六1
’ふ酸同ゑ之ンセ水三之
2kれを一・　れのリ溶五れ
酒ぱ加の　は濃シ液五力、
石増ふ濃　濃度ンの％ら　・Ctλ・vkゆ10墨濃
酸大れ度　度及溶比液セ　　　　婁加　す　ば　に　　　の　び　液　旋　で　リ　R　　　　　　　　孝

里発セ於　’墾解は光はシ蕊
曹　リて　化好左度郷ンme
奪護L’i癖捧窪馨欝讐寧9三至堅9
£露象璽きtc霧9離ぎト茜Eil　8δ毛
つ響電き　 りつし　毛度
㌃大鐵も　シてそ　八は
　奮雲窪6婆雀芸皇？冥嘉署勇呈

獅傷寡㌃…）li　隷

槍ム濃　の　を．　餌
出モ度　墾　月韮　　離

得ウ塘　等　て　　る　　盛　与9
季壷葎笛裂　∬　18°°昊8
ムや俘　 る　 し　　 ゼ

モアふ　　も　　た　　　イ
＝ ミて　　の　　る　　　 ン

乙ノ減　と　に　　曹
ク酸少　考　 セ　　達

　　　　　　　　　　　　　－一一一　336＿



學イ七理物のンシリセ
σ甲一一　　　　　　　 ・　　　．

　　　　　　　　（七）
　　　さ次二　　面水水退チゼ爲ぱ古士（．3・）Q
　　てにO　張溶溶すドラめ支くが三
　　熱界度　 力液液と蓮チセ那はセ％　　　　へ　　力面s　 とののし鎖ンリ産ビリ溶　　學張に　 の界界たの溶シのイシ液
　　qの力於臼關面面゜不液ンも＝ンの
　　llギにけq係張張　i齊のののヨを比
　　団ツ及る十は力力　茨ア光はンア旋
　　為プぼK屠次を　素・レ肇歪のル光

　　ムの九評なイ　　がよの本％に静
　　ホ影こ　 り氏　　 アリ減塵i苛溶よ　　　　ら　　ル響解　　常張　　　　ル比退三性か　き
　　ツを傍　敬力　　力旋を一曹せも
　　の見塁〔K計　　 リ光來三達るの　　式れ六Sはで　　に度せ棄液○は
　　　ばも鞠解測　　 よのる京中き九
　　　次八層傍定　　　る減も崖で％O
　　　の三罧よし　・　エ少の四セ液rド
　　　如亜景きて　　ノはと」t：りのは
　　　し六〇も見　　ルグ考六シ比八　　　　゜六熊のる　　化・へでン旋q
　　　　七照程と　　の1らあの光不
　　　　△｝大次　　爲氏（3りるる比度良
　　　　不なの　めジ゜°旋はな
　　　　墨　 る結　　減・上但光五る
　　　　位傾果　じ1記し度Oも　　　　の　向を　　從リのアを○の
　　　　値　’を得　　つン値ル測五は
　　　　≧　有㌃㈹　　て氏…、は力定！七
　　　　示　 し　　　 そ等左リし八一
　　　　すた水　のの旋量．た四位　　　　　゜　°溶　　光實性大値6で
　　　　　　　液　　學験のなが八あ
　　　　　　　の　　的がもるあでつ
，　　　　　　　濃　　活あの時るあて
　　　　　　　度　　性りでは゜つ渡
　　　　　　　と　　をぺあ之例た邊1
　　　　　　　界　　減プるのへ゜博　　　　　　　　　　　　o

一一一 R37～



集演講學科緯慧
『一一’『ua』』一一曽一一一．．一一一一一＿r＿」

　△旦　　　　　　　 と　 とつと　 ヰ「

　o．3・△T　　　　　　　な　 をいな　に
　t　　　　　　　　　　る　見てる　輩　　　　　。。　　　べ　たは゜　位
　　　　　　　　　　き　 帥ア右　 面

゜’2

A　　　　諦則㌶鍔〒馨
　　△　　　　　　　　ちIl式ス第“自

示ルはれ艮中良　゜らが1ばのを　張
1鐸萎異暑箋｛ご1発1傘鐸1

籍誠茎塞墨｛1署嚢と髭箏

一一一 R38一



學イ七理物のンシリセ

　　　　　　　　　　　　　1八）
葡　　　　 は前るは少る且セ水ばは萄　　　　　　　　　　　　　　　　　次。　言巳　　　゜　　1現　　当と　　最　　つ　　　リ　　t名菖　プ（　　イ也

樫1アアプブェの毯　六の大綾シ液waの
尿セミチ。チ如衝　附ア沈衝ンのPH性
素ト，レルビ1trし測　近ム澱齊1水沈四質
は。アァルァ　゜の　ヘモPHの溶澱三に
ご　ル〃ア，レ　存　移二値有液最附つ
の　ココルコ　在　動アは無の大近b
PH　llコ1でせは四も鷹量とて値　ルJV　I〃　他　しア五大酸PHなも
を　　”　　の　めル附にに値る現
　　　　　　　　　　　　　　o酸　　　　　ア　たコ近影よの　は
側　　　　　コ　之ルあす白動　たへ躍甲叩叩叩　 1　れにるる濁　　 も

し　　　　　 セ　暦析酸あ澱　　
る

　　　　　　　　　　　　　　　0め　　　　　 ト　セセ燐る最た　　　　　　　ン　　リリ酸　゜大　　　稀
゜　　　　　に　シシ鞭二量　　薄
　　　　　　よ　ンン綾日の　　な
　　　　　　る　の液衝間PH　　る
　　　　　　透溶の捌透値液　　　　　　杯　解最の析は　　 の

　　　　　　せ性大存せ解　等　　　　　　ざ　　の沈’窪る好　　　電
　　　　　　る　減澱でセに　　鮎　　　　　　セ　　　退　PH　は　　り　よ　　　　　　’を

　　　　　　り　をを三シリ　　界
　　　　　　シ　生三九ンて　　面
　　　　　　ン　す七二液叢　　張
　　　　　　液　る五にのあ　　力
　　　　　　の一附攣アる　測　　　　　　最　 原近す・ノレも　　 定
　　　　　　大　　因へ　る　コ　の　　　　よ
　　　　　　沈　と炭゜iで　　り
　　　　　　澱　　考酸更ル　あ　　　　求
　　　　　　PH　へ瓦らにる　　む　　　　　　引直　 ら却『1こよ　゜　　 れ

一一 R39＿



　　　　　　　　　　　身き演：講i學聚卜牽糸盃置

　　　　　　　　　　　　一340＿＿



卍畢イ七理物のンシリセ
＿一一一一一一一一■－　　　　　 5

　　PH　孚L
’　　　　　化
　　値　力

5。02　　　　91．8％

4．91　　　　86。8

4．21　　　　70．48

3．50　　　　88．16

2．48　　　　97，53

魏糞・・

の力劣
墾に
化及　9°
はぼ
粘す
度PH　80
床値
面の

力響　　 第　四　圖
のを

し尚最i墜見得界　　　　のシた減
た焼小化たら面乳吸濃べ如ン゜す
るけ乳にるれに化着度ンしの而る
にる化類にる於　力割露ゼ　゜油しも
PH酸力似そのけ　露合）ン　等ての
四化のすのでる　v老　の　に解靖
三鐡PHる等あゼ　　　乳　吸好油
○サは゜電るラ　　　化　着よ叢
附ス四例黒・i°チ翠享実鯨　さき大
近ぺニへ附　ン発垂璽好　れ齎鮎
でン○ば近　の　　　よ　るはを
保ジ附　に　吸匙宍oき　量乳有’
護ヨ近　於　漕1i桑垂も　と化す
カンにて割　 の乳力るのへ存　　乳　　合　究三。｝　　化大も
最のす　化　が益G史　　力な9？［
ノ」・セる　 力　 塘　　　　　 とるオ鮎1］° @は　す§歯。　　の傾り
をシ’　　最　 時凸6壽　　 關向1得ン　　小　は　゜“一　　係をブ
fg液　 に　安暮叢。　　は有汕
　のよ定（56三一しべ　保　　　り　　な　゜＝＝t　　　例たン
　護　　PH　る　。u＿　　　　を゜ゼ
　妻　筆簸嚢護馨　奪溶豪
　測　　 る　液　　　　　 ぱセあ
　定　　 孚L　が　　　　　　次りつ
一341一



集演講i學科i隊獄
rr■■r一胴剃一一嘘一陶一一一一一闇一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　（十）
　　　　　　　　　　　（ロ）　　（イ）水水
帥　　　 ・其　　　　ゲ濃い水ゲ溶溶
ち〃〃解　の〃〃解　ル度か和ル液液
殆不　ST．　際不　静　を大ら性化をの
ん良中良　に良中良　入なでにの放ゲ
ど　　　　於　　　　れるあ富速置ル
上　　　 け　　　 た程るむさす化
高　　　　内　　　　試ル　 め解ば
はこ樫一一〇二験化で好常等iii時Q∴6λ時管し　あよ温
し二〇〇問一〇四七間　を易　　らきに
い〃”粍後八％％％後水き　うも於゜　　　　粍以以以薇・1・も　　゜のて
　　　　　の上上上遽叉解　　EP程次
　　　　　毛は好ち大笙　　　　　細　　　 倒よ　ゲでに
　　　　　管　　　　立き　ルあゲ
　　　　　申しも化つル

　　　　　る上上⊥　 の濃　 段白く
　　　　　液　　　　流度　は色な
　　　　　柱　　　　動で　粒をる
　　　　　の　　　　せ同　 子呈゜
　tt　　　長　　　　ぬ程　 のす
　　　　　さ　　　　濃度　 水る
　　　　　は　　　　度の　 和゜
　　　　　次　　　　をゲ　 が之
　　　　　の　　　　測ル　増れ
　　　　　如　　　　定を　進解
　　　　　k　　　せ作　し野
　　　　　　　　　　るり　　なよ
　　　　　　　　　　に得　 けき
　　　　　　　　　　i次る　 れも
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　の　　　ばの
　　　　　　　　　　如著　 なは
　　　　　　　　　　し者　 らよ
　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　は　　なり

一一 R42＿



學化理物のンシリセ

　（二）　　　　　　　　　　（ハ）
少ゲ鷲尚なれ性術推リ化・ゲゲ得居か
量ル繭製くばを八定シ大ルルてるく
の化も縣なゲ増○しンで化化ゲ非解
酸に之中れルさ度得Aあのにル球好
の及れ温ば化し及゜のつ朕及化状よ
添ぼが度生にむ三　 膨て態ぼしセき
伽す爲の綜よる○　化そをす得りも
にPHめ鍵のり故度　 3ζの毛温るシの
よ値繰化光て低の　 は中細度爲ンが
りの綜に澤落温繰　 溶間管のめA低
て影能よに繭繰懸　解温内影との濃
ゲ響率りもを縣内　 曲度上響考形度
ル　 をて影多のの　線で昇　 へ状で
化　 低膨響か場生　 にはの　 ら及稻
は　下化すら合綜　 類大液　 るび同
促　すセるしは上　 すなの　 ゜水程
遜　　ベリ所む充の・　°る高　　　和度
せ　きシある分セ　之差さ　　性の
ら　こンら事煮り　れがよ　　大ゲ
れ　 とのむに繭シ　 よなり　　なル
アとゲ゜なしンり匝定　るをル　　なル　　リ、ての　　ゲ而む　　　爲作
力　ら化　且セゲ　ルしる　　めり
り　むを　つリル　化て時　　に得、に　 ゜生　 セシ化　 に温は　　 よる
よ　ぜリンはは度二　りのり　　し　シA大　 セに○　　 少は
て　　　む　　ンの差　　リ樹度　　　数解
逞　　れ　 A大あ　 シす及　　の野
退　　ば　の部り、　ンる七　　粒よ
せ　　膠　セ分低　 A上O　　子き
し　　蒲　 リを温　の昇度　　でも
め　　 性　 シ分ほ　 翼高附　　 多の
ら　　を　ン散ど　るの近　　く程
れ　高B溶ゲ所鍵に　の多等　　 め　 に化ル　 な化上　　 液く
電　　 解　 比せ化　 る曲昇　　 を含
黙　　好　 ししし　こ線高　　包ま
附　　 よ　 てめ膠　．とはの　　 藏れ
近　　き　少ざ蒲　 をセ墾　　 して
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蟻化理物のンシサセ
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畢化理物のンシリセ
．一：・一一＝L－一一一一一一

萩な乾井づルアめ同を子百而れれし
原り燥上けコルた年γの度した㈹に爾
博水す博ら1コるPlセ組のて゜比贋
士にる士れル1も昏リ成水爾　 しよ
の著にのたのルの量シとにセ　 てり
・しつ・°量にを屋ン異溶リ　セ分
セくれセ　 のてセ氏とな解シ　 リ離
り溶てリ　攣沈りは名りすン　ンせ
シけ曙シ　化澱シイづ前るの　及る
ン難黒ン’ @にせンクけ者セ繭　 ロセ
はV、色は　 よしとりらをリ暦　 イリ
粒゜と白　 りめしく産れαシ上　 シシ
子　　な色　　沈た更黄たセンの　　ンン
小　 りを　澱るら繭．°リ巾分　 にの
に　 漁呈　 しもによ　 シ常布　 富ア
し　つし　方のセリ　ン温は　みミ
て　た容　 もをリ得　 後で解　 グノ
水　　状易　　異セシた　　者乾傍　　リ酸
に　 態に二　にリンる　 を燥と　 コ組
溶　 で粉　 すシ液セ　 β急大　 コ成
け　 は末　 るンにリ　 セ速な　 ノkを
易　 粘と　 をぺ璽シ　 リなる　 ア研
く　着な　以プ酸ン　シる關　ス究
粘　性り　てトを液　ン時係　パせ
着　 α水　 アンJJIIに　 とはを　 ラら
性　よに　ルとへ酷　 し粒有　ギれ
大　 り著　 コ名て酸　 更子す　 ンた
に　大し　1つ沈を　にのる　酸る
し　 にく ．ルけ澱加　 百組事　 チ結
て　し可　不らをへ　度成を　ロ果
β　て溶　溶れ作PH　以は述　シ外
セ　水性　及たり三　上邊ベ　ン暦り　分に　　び゜共入　　の綾た　等セ
　　　　　　　　　　　　oシ　 をし　可渡の［　水な　　 少リン　 失て　 溶漫濾三　 にる萩　 なシ
は　ふβ　セ綱液九　溶時原　きン
粒　時セ　リ男をで　解に溝　こは
子　はリ　シ博濃沈　す生彦　 と内
a　塊シ　 ン士縮澱　 るす博　 を眉」

よ　歌ン　とはしせ　 もる士㈲　見のり　 とは　 名アてL．　の粒は　 らそ
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　さなに易及ちてりる降ン電　る亦

　せ大くセ差て澱別゜液酸す　　 α

　るで粘リよ液しし著はのる　　’セ
　もあ着シリ面來た者as如感　　リ
の発…）性ン分に・る郎はゲき度　　シ
は　大A離浮もちセルオを　・　ン。
セセにとしぴの三リ化キ異　　は
　リリしし各來と分シすシに　　外

黒色炊を懸せてでるル化悪　　リ
をのとセ諏るは沈べ・傘き　　シ
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學化理物のンシリセ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　に即　　　　　夏り井　　　　　、た働セセ
　多ち　　　　にす上　 『　　　°リリ
　く解〃〃郷　セれ博亭“〃解　　シシ
　内舟不　静　りぱ士　不　er．　　ンン
　贋良良中良　シセは均良中良　　AA
　中き　　　　ンリα　　　　　　及及
　暦も　　　　 Aシセ　　　　　　　BB
　のの　　　　　及ンリ　　　　　　　のの
　順程　　　　BAシ　　　　　　含窒
．　でセ　　　　セ　とはン　　　　　セ　　有素
　あリ　四五六り郷αの　一一一一リ　　窒含
　るシ亭準∵ヒ好セ窒ホ亦零亦ζ　素鐙
　゜ン三＝二Aとり素三≡，三四A　最と

　　多　　　　見は五　　　　　　ダ
　　～五四三綴㍍T．一．一一一一？J↓

　　は六四八シ吹リβ六六六六シ　氏
　　少夫t－t”蔭のセセニ6∴二E　法
　　な　入八六の如ン　リ　・一一・kO五の　　に
　　麦％％畷蟻；％％％％棄・ら
‘　繭　　　　　きは　　　　　　て
　　暦　　　　　も一　　　　　　測
　　各　　　　　の六　　　　　　定
　　暦　　　　　な一・　　　　　　せ
　　に　　　　　 れ九　　　　　　 る

　　就　　　　　ど％　　　　　　に
　　い　　　　　 性を　　　　　　次
　　て　　　　　質得　　　　　　の
　　は　　　　　 をら　　　　　　如
　　セ　　　　　 異れ　　　　　　 き

　　り　　　　　にた　　　　　　『T－
　　　　　　　　　o　　シ　　　　　 す　　　　　　　 均

　　ン　　　　　るそ　　　　　　結
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　　暦　　　　　　よ　　　　　 得
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　　　　　　　　　（五）　　　　　（四）
に美カミセさき學向井セー帥　　　膨セ
關麗之リて諸的を上リ困ち　　化リ
しのれシセ性性有博シと先　　のシ

早色リはン示相こは及ら験ンンよ及
乙にシBAし違と獄BるせBAりび女攣ンよ及たをを繭7k°る　　著B
新重AIZ．び゜實見の溶　如　　者の
一　及黄B　験著紫液　 く　・は等
郎セB色の　し蔚外の　解　　セ電氏Cl7）リ溶張微　た等㈹線紫　葡　　　リPth
のシ液いア　るもに外　i悪PH　PHシ
實ンに゜ル　に亦よ線　 き　　ン
験A加グカ　醤紫るに　 も叩Pli　A
がぱふリリ　験外螢よ　の五〇及
あ長れ・性　せ線光る　、五六び
る時ばコ液るに色螢等B°間セルに　品よか光　電　　の
著のリ自紫　 種りら色　 瓢　　 等
者後シ身外　にて黄　　　ほ　　　電
ははンの線　　つ生色．　　ど　　　黙
こ淡A水を　 いすこを　　PH　　 を

の白は溶あ　てる呈　　 大　　 測
螢〕藍暫液て　 は黄す　　 な　　 定
光色時はれ　黄色る　　 る　　 し

色の攣淡ば　　色及も　　　は　　　た
は螢化紫就　 螢びの　　 セ　　 る

セ光せ色れ　光紫は　　 り　　に
りをざのも　繭色紫　　シ　　次
シ呈れ螢黄　は螢色　　 ン　　の
ン究ど光色　紫光の　　 B　　弔
及紫リ呈光　の繭の　　　多　　　結
B外シすを　も水よ　　く　　果
と線ンる呈　の溶り　　含　　を
爽螢Bにし　よ液解　　 有　　 得

難光は過た　りの斜　　 す　　た
物色直ぎ゜　解物よ　　 る　　　゜
と物ちな但　好理き　　の
に質にV・し　よ化傾　　 も
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　　　　　　（七）　　　　　’（六♪
ぐハ）（ロ）　1イ）をU電精ルリ可酷ゼゼによ
陽陽よ陽通字場製ハ八溶酸ララよつ
極極り極す管内ゼル○旭でチチつて
側側透側れ中LCラデ　1はPHンンて生
セセ明セばに於チン，、1）一’八　FののぜS’
リリとり著セけン民○〇七種種りる
シシなシしりるのは○度と類類シも
ンンリンくシセ等ゼ度ましに　 ンの
液液．且液透ンリ電ラでで二關　 Bと
のはつは明溶シ勲チ加加三し　の考
等陰解原度液ンのン水熱度て　如へ
電極傍液及をの實の分しでtj，　く発
鮎側悪よび入分験朧解て数シ　紫
はのきり色れ布か化せ始日“　色セ
解そ液白を上　 らべしめ聞リ　 をり
傍れの濁異部　 ゼンめて放バ　 呈シ
如よ如しにに　ラゾて溶置1．すン何りく外す煮　 チィ勲けし環㈹　゜A
をビ黄親る沸　 ンルにるてク　　

も

問ユ色解二せはとよ物沈＝アはレを好相る　會のつで澱・・　　ス
すツ帯よセ蒸　合反てあすツ　　パ　　　　　　　　　ぬ殆トびきり溜　度慮凝つる氏　　ラ
ど反來・もシ水　 をよ固たも等（gg）　　ギ
同鷹るのンを　異りす゜のの　　ン
ーに゜S液加　に三る績と實　　酸
　　　　　　　　　　　sに於　水をへ　す種アい然験　　の
して　溶生て　る類ルてらが　　如
て赤　液す電　分存ブシざあ　　き
聖肇類免⑯警婁／9．9縮h　黎
七帯　し　挿　合と様1の氏　　の
六ぶ陰入艦なのドニ等　存を゜　極　 し　のし蛋氏種は　　在
示側て混ス白等㈹にゼで
陰　　リ　定　物ラを同ちチ　　グ　　　　　　　　　　　ロ極　　 シ　時　 とウ得方一ン　　

リ

側　　 ン　聞　 考プ（52）ア法は溶　　 コ

の　　液　電　へ氏ブに水液　　 コ
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　　　（八）
めとセセ　　　　（ホ）　　　（二）
で縣リリのリ比傅か更ては陽すにれ
あ條シシ主シ粘にくら一一セ極る特は
らのンンなン度よ解に部リ側ごに同
う膠AAるAはり鍔獄含シセと減様゜藩及及因及大て如繭窒ン　リ　を少皆
　性BB子Bき大何の素Aシ推すPH　はのがはのいhに外化後ン定る四　セ分製鷲分゜に絢ボ合者のせを孟
　リ量綜品量之異ら及物は含る見を　　　　　　　　　　”N　　　　　　　　　　　　　　

1

　シのに種はれなす内アセ有こセ示
　ン比及に已より爾暦ミリ窒とりす（r、，a）
　Bはぼ存にり解極水ノシ素にシ゜
　の解すす獄解箭セ溶酸ン量關ン渡　　　　　　　　　　し　膨傍影べ見好より液アBは係も邊i
　化に響く胆よきシのムの一を亦綱
　せ密　　晶内き　も　ン爾モ窒六有ゼ男
　ぬ接　種の者のの極二素t－Aっラ博
　爲な　　の液は程性セこ量五てチ士（…）
　め關　改歌セ陽質りはに％ゐンは
　並係　良セリ極はシ極類雫るの繭
　びを　はリシ側略ン附し均゜如暦
　に有　重シンセ同の近て値　 くの
　セす　要ンAリー窒にゐ陰　等溶
　リる　窮中をシと素移る極　電解　シと　 にに多ン考量行O側　 鮎度
’ン云　鵬もく量へもし但の　はは
　Aふ　す見含多ら略去しも　二製
　のの　 る出むくれ之りこの　 つ綜
　ゲは　 のさも從るれしのは　存用
　ルそ　でるのつがに爲場一　し水
　化の　あxとてセ近め合六　一PH　に享容　るも考flj‘9；リい多は6　 つ四
　よ解　　゜のへ傍シ　゜少電三　　は査
　り性　　 でら不ン　 小場％　 PH六
　てに　　ある良の　さので　三及
　鍵差　　る゜の分　き作あ　孟三
　化の・　　かかも量　値用つ　附七
　すあ　　らSの比　をにて　近五
　るる　　 解るよは　 示よ前　 に二附　たこ　　好セり解　需っ者　存近
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リはり・原ン．よなに勧る膠し上湯加
シセシ　因Aりる及なべ着て鞭のに
ンリン　とは得原ぼるし性膨菅酸よ
Aシの　考Bた料す・°を！ヒ原度っ
覧蓼ef，縫鑑解鱗，・・、聴

且及の　は列比有　　通に熱　か化
っび種　所良しぜ　　Pt一富す　せせ
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くセさ多繊の
見りのい度影
ヘシ攣ほ　響
セ　ン　化　ど　セ如

リAを生り何
シ多生継シは
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・る暦Bをふ婦’
°よの以るす
　’り分てべべ
　え布外くき
　たは暦抱も　合か即表はにすた向セ　 る已繭合の

　悪でち面生影恐るをリ　生に継よで
　く溌生遡i綜響れ生有シ　縣i違3ζきあ
　白明懸明の’すを継すン　 のべは生ら　味且のと抱る生の゜A　抱た外縣う
　をつ表な合こす乾從は　合る暦は゜
　おゲ面る及と゜燥つゲ　は如繭解從
　びル性傾びはth不てル　　悪く縣傍つ
　且圃質向透明セ充セ化　　か外多よて
　つ化にを明かリ分り後　る市ききセ
・　ゲし『よ有度でシにシ乾　べ及生鍛リ
　ルやるすにあンしン燥　き内縣繭ジ
　圃すもる影るAてA不　で暦はよン　化きのを響゜の置多充　 あに抱りA　弱爲で以を　攣けき分　らよ合えの
　けめあて及　質ば解な　うり良ら膠
　れ懸る生ue　を激葡れ　　゜て好れ藩
　ば條か縣す　來日良ば　今異乏る性
　一のらの帥　 す後好B　林なな事は
　檬牧で綜ち　べ生なよ　荻りるに生
　に縮あ條セ　き綜るり　原中でな綜
　太にる見り　温の獄固　氏暦あるの　くよ゜掛シ　度硬繭く　等働最ら宜強
　見り而上ン　漁化よな　のもうつ伸
　ゆてしのA　度をりる　實セ゜セ度
　る細て太の　等來え傾　験リ　リに
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1ハ）（P）（イ）ンリセセるしこ
イ鷺セのシリリゲてx　　　（働（fi8）（57）（5U）
オ酸り膨ンシシル水で　　　　塾萩陶上
ンはシ化のンン歌中述　　　荻原山野
の硫ンに内のの態でべ　　　墨清専菅
影酸の關外粉膨を膨る　　　獄彦葺厘

夏突彪誉噂やで忍碧ン舞8籍
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鶉重奪夏さ筆強書雲疾孟重箕
笑゜量綜郵tt；霧態些題
羅゜t9著ち婁乞妻　重
ふ　　 得滲粒　 ん越は
こ　　 ら透子　 ゜べ比
と　　れ膣1［fi　　て較o

　　　たのに　　見的　　　゜爲透　　よ少
　　　　め入　　 うな　　　　　嵐
　　　　にし　　゜く
　　　　大て　　 勿粒
　　　　に膨　　論子
　　　　影化　　 生は
　　　　響し　　綜略
　　　　せ鷺　　 上一
　　　　ら類　　 の定
　　　　れの　　 セの
　　　　る存　　 リ聯
　　　　o　　　　　在　　 シ合・　・
　　　　セで　　 ン排
　　　　リは　　 も列
　　　　シセ　　　かを
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學化理物のンシリセ

　　　　　　　　　　　仁二1
セ　　　　　（驚次　　　　離乾セ　　1ゼ
リ　　　　　　　　　　匠　　に二　　　　　　　機　 燥　　り　　　　氏（61）ラ

シ温セセしPHセセ　にせシ　等チ
ン　リリて四リリ　かるン　のン
A　シシ膨七シシ　けセA　結の
機度ス蚤砦鯉誌E．3監員餐彪影
温’Fの　の　よ於　　　　リンのVよにV
にγVVって　　　シA膨1’1れ封3
於　　　　て膨　　　ン及化Vばす〉
て　　　増化　　　のB　3次る＃1
量、7。48。39織早子雛9鵡謡
鑑・・一・拶；簿欝　続
か400・500・43の温　　　を種　　 あ影
糧・…52－・・49拶　　饗A箋耀壼
化6°°・570・54い影　　膨しる　V　最V
紹1：18　°’L°°翼1雛需1縫

く　　　　　の　　値小液　　V　　に＞
B　　　 如　　膨に　陣　よ中
　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　

F－■

ど　　　　 は　　　は八　m　瞼ω膨　　　　 0　　　次度　ρ　せρ
化　　　　 一一 @　　のに　　　 ら

せ　　　　　瓦　　　如て　　　 れ

ぬ　　　　　セ　　　しこ　　　 た

゜　　　　リ　　 ゜時　　　る
七　　　　　シ　　　　間　　　 が

○　　　　 ン　　　　放　　　モ
度　　　　 の　　　 澄　　　ラ
附　　　　 全　　　　し　　　ツ
近　　　　 膨　　　 後　　　エ
で　　　　 化　　　　遠　　　 ウ

は　　　　　膿　　　　心　　　 ス

セ　　　　 積　　　　分　　　 キ
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　　　　　　　　　　集演講畢科i繰獄’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅＿一一一一一

1四）

繭も　ル大著ン
層のでな者が1・O
のは灘るは余　j
色同す～二之り
素じ時とに關o・sロゆ

吸くはを倣せ
着膨水見ぴざ　　　　　　O．6　化の最膨る
　力繭小化爲
　大燈膨度めo．4
　に内化とで　o

o　　　　　　　　り
£　　　　　　　 。　　シの

イポ　　　　　　　　　　　　　 ン

麓、　　　　　A　　　　　　ノ　　　　　　，”　　は
　　　　　　ノ　　　　　ぎ　 膨

　　　　　！’　　化　　　　　ノ　　セ、）ソ論ff．II・／　　毯

一＿＿メ都靭温度Cc、鷺

　　　　　　0　30　　5060708。　　を
編晶畿　　第六圖　　撃
最潤ギ解と　　　 （三♪　　　に
小を四傍しな化之繭繭のれtか反
膨容○とたる度に暦暦膨ばとNし　　　　も　　　　へ化易附の而は勤關中の化第艘るB
のな近關し繭一しに膨分六積温は
PHらに係て暦瓦ては化散岡V度膨
もし存を無のぽはセ　にのとで化
殆めし求機膨20°奥り　ょ如はは度
ん大ため酸化CEEc6：7）シ　るく溶セを
どに　゜た中はでのン　　も低解リ増
等膨繭るでセ○實を　の温曲シし
し化暦にばり七験多　とに線ン來゜
い性を解盤シニがく　考於にのりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　を水傍酸ン　1あ有　　へけ見溶て
　高中よのの○るす　 らるる解大
　めにき影膨毛゜る　る溶如性膿　う　加　　も　響　化　四　PH　を　　　　゜　解　　き　は　同

　ベへの大に位七以　　性封極じ
　しる程なよで0て　　は数め位　o　　以同るリセの繭　　主關ての　i然　前　一一・一　を　で　 リ　フ∫（　暦・　　　　　，と　係　僅　引直

　れ少條見起シ中も　　しを少を
　ど量件たりンで亦　　て有で示
　　　　o　もの下　フにの膨　　セすあす
　解アで　イ比繭化　　 リ゜るに
　傍ル膨　 ブし暦す　　 シ圓゜至
　よコ化　1：てのベ　　ン示温る
　き1度　 イ小膨く　　 Aす度゜
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學化理物のンシリセ

　　　　　（五）
化究そにセゲを影帥’　　　繭獄低
藥せれ於リル減響ち　　　’　暦繭温
翫無鴇霞鵬霧響琶；議憂簸
成て似もゲ遭　けよ　　　　に面て
は居せリル　　てき　　　　封のは
獲るる1の　　 礎も　　　　 す増セ
ぜがもゼ内　　性の　　　　る加リ

物細むの造　　　つの　薦me　FUI　オては
理はと現に　　れ吸　　　　 i色B化略推象關　　 セ着　　　　 ラ素よ
學し定をし　　 リ量　　　　　ミをり

のラ㌃こ験　　の傾七九九　よ着化
攣ン　とせ　　攣向既踊踊　 りすす
化ケゼよら　　性を　　　　色べる
をルラリれ　　を有　　　　i素きを
生茂㈹チ大た　　　起す　　　　　をで以
すはン略る　　 し而OOO　二あて
るゼゲセも　　爲し主主三不時らセ
事ラルリの　　めて　七七ソL良問吃り
よチのシな　　 に生四四九　 後　 シ

リン樽ンく　膨繭薦薦踊吸ン
ゼは造ゲ尾　化o）　　1蒼Aラ少にル藤　力乾　　すを　　　　うチし關の奥　　の燥　　　　る　多　　　　　　　　1ンのし樽氏　　 i墜跡　　　　 量　

く

ミ熱て造等（，，）　　化繭　　　　　は　　有

セ所ははは　に等　　次すル理諸ゼセ　よに　　のるはに外ラリ　　 りよ　　　　如　 解
i聚よ國チシ　　色り　　　　し　野合つで・ンン　　　素熱　　　　　　゜　良
作て多ゲゲ　　吸漁　　　　　　好
用構　く　ルル　　　　着度　　　　　　　　　　な
に造研の中　　 量の　　　　　　 る
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集演講學科継慧

　　　　　　　明き　　　　　　交　かも以　 る物ンよよ（66）（65）（64）（63）（62）（61）（60）　での上　このデりり

卑尾同金曇8奥ew　な多述　　と横ルてて
塁肇衙書蝶蛋疑gr菟蓬マぎ狸
露・…　璽El！§郡　　めれる　た度ルチの

嘗量藷轟叢砦笈㌻゜腸響

謹三舞量錘響藷鐘　皐皇蕎／1
　　（）　二二　　　　　国　　五　　　　　　　に二　　・1生　　・1生　　　　　　　　　穣≦　　ノレ　　究　　聚

　墓ts　§⊥　於質は　　ををし合
　　：　Pt：　　ては今　　　求形た騰

　　　　炉　　 た験明　　 に二こラと
　　　　ゆ　　　　＄　　いせか　　五とチし
　　　　＄　意え§　饗幕ζ；
　　　　　　　ふたれ　　　　ル定セ　マ
　　　　　　　　゜れた　　 はしルζ（fi7）
　　　　　　　　どる　　約フ中ア
　　　　　　　　そ所　　 四リにビ
　　　　　　　　れに　　七1はツ
　　　　　　　　にし　　1ドポツc6s）
　　　　　　　　封て　　 五マリ及
　　　　　　　　す今　　七ンペト
　　　　　　　　る後　　m氏（70）プリ
　　　　　　　　セの　　 μはチラ（6t　）

　　　　　　　　リ研　　のゲド氏
　　　　　　　　シ究　　 大ル蓮等
　　　　　　　　ンに　　　　さ．申鎖は
　　　　　　　　のま　　 をへがX
　　　　　　　　性つ　　有のフ線
　　　　　　　　質べ　　す・他rに
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鵬化理物のンリシセ

（四）　　　　1三♪　　　　（二）　　　　（一一一）

セ，粘はセに温セ如件獄
リ着反リ醗慶リ何及繭　　　（70）（（19’㈹（67）
シ性甥シすにシはびk　　　臣？．li：1｝
il’縞£K塗掌ス書癖璽　量琶箋1
は反る及のるはし理り　　　自96・

よ゜セ溶へはシリ何中　　　IT］9℃声
き　 リ解ら同ンシにに　結　 ρ8＄釣’　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v難　シ粘る一Bンよは　　　21i　9§お繭　 ン性゜式よAつセ　　　器冨Pt聲
々　Aは　をりのてリ　　　§貫客鯨

較　解の　さてすのセ　　』8鉢

含　含シ　天易と゜B　　鞍　£尋
ま量ンOく考欝1と　 山ρLれ　は及　以從へ品混　　　§　ill§
叉　 井β　 コiつら種在　　　 ）　」qL
同　上セ　にでるのし’　　　　遇ρ
一　博リ　於分゜改其　　　　　　畏
翻　　士シ　　け散　　良の　　　　　　　）
繭　のン　る溶　は割
に　 αに　 溶解　 重倉
あ　及夫　解し　要は
つ　 βk　は易　事獄
て　セ類　主く　項品
は　りす　と膨　に種
外　 シ．る　 し化　 驕．飼
暦　 ンも　て並　 し料
　　　　　　　　し　　　

し

に　に粒　セび　外飼
最　類子　 りに　界育
も　すの　シ溶　條」：：
多　 る大　 ン解　 件籏
く　もさ　Aの　の條
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　　　　　　　　　　　集演講學科絃蛮

　仇）　　1八1（七1　　休）　　　　’　　　　　　　　　（五）F

存セ而セセのセ　　　　‘回　 （イ1獄内
在りしリリ繊リ・繰で膠一り溶繭暦，
でセてシシ度シイ継は着旦て解の之
はン解ンンはンンの大性膨弱し膠に
セA傍の・A細Aの如部は化め難齎次
り及よゲはくはミく分獄せらき性ぎ
シびきルB見透セ低の繭るれセは中
ン．Bもゾよゆ明ル温セのセるり之rs
B溶のルりるにのでリ外リ゜シれ最
は液よのi聚傾し排侵シ暦シ　 ンを小
直はり攣合陶て列くンにン　 B二でち込得化性を粘にフA起A　のつあ
につたは大有蒲好・イのりの　不にる
鮮れる可に・k性影ブ分易温　膨分゜
紫もセ泌しセ大響ロ散く度　 化ち
色紫リ的てりなをイ徐‘イ）叉　に褐
’と外シに且シれ與ン去はは　基゜
な線ンしつンぱふをに中酸　 づ

ttにゲて非B之ぺ膨よ丙度　く
　よルそ球はをし化b屠の　 膠

而りはの状之多　゜せてに攣　　着
してチ温をにく　 し膠起化　 性
て費キ度な反有　　め着bに　　乏
徴色ソはすすす　て性易よ　れ
量のト薄結るる　よをかり　は
の螢ロき果゜生　り減らて　墜
グ光ピ液よ　縣　　強退むゲ　　カ
リを⊥餐り　ほ　きせ゜ル　煮
：孝穿書鍾藩努占讐舞聖
ルれ8てで　か　でるて集　は
はど盤．はゲ　に　繰もゲに　充
繭少ε六ル　し　maのル基　分
暦最のO化　て　すど化づ　煮
セの現度す　抱　る考激く　繭
リグi象附る合もへし膠すシリ薯近傾　よ　のらき潜　る
ンコしで向　 く　はる低性　 と

液ガ給あ’を　見　フ゜濫力1　と
謬劣覧宴望；“震馨老筆
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畢化理物のンリシセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　ら　存
　　　　る　し
　　　　N　ア
　　　　爽ル
．　　　難コ
　　　　r　ヨ1　　　　物　1
　　　　の　ル
　　　　1　　　　　　　共に
　　　　同溶
　　　　結け
　　　　果來
　　　　と　る　　，
　　　　考　゜

　　　　へ從
　　　　ら　つ
　　　　る　て
　　　　゜慧
　　　　　繭
　　　　　・の
　　　　　紫
　　　　　外
　　　　　線
　　　　　に
　　　　　よ
　　　　　る
、　　　　　螢
　　　　　光
　　　　　は
　　　　　セ
　　　　　リ
　　　　　シ
　　　　　ン
　　　　　及
　　　　　び
　　　　　獄
　　　　　繭
　　　　　中
　　　　　に
　　　　　含
　　　　　有
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